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　そのほか，1枚のFDにプログラム及びデータの混在したファイル記録が可
能であり，デバッグ終了までのあいだ磁気テープ，磁気ディスク装置への配
当，翻りあてから開放されることになる。
　次にリモート端末について，リモート端末及びホスト聞のデータ伝送の方向
は次の4種の形式が可能である。1の流れは，リモート側からのデータ投入
後，ホストによる処理結果をリモートに返す形態である。これは7リモートか
らの直接ホスト側プPグラムの呼び出し実行も含まれる。2の形態は，1とほ
ぼ隅じ処理であるが，出力結果を勉のリモート端末に転送する例である。3に
ついては，出力結果を直接ホストに出力する場合，また磁気ディスク，磁気テ
ープそのほか漢字ビデオ装置への情報格納の場合に相当する。
　最後の形は，逆にホスト側で処理されたジョブ結果を，リモート端末に出力す
　　　　　　　　　　　　　　　一85一
る場合で，ホストでの長時間にわたるラインプリンタ使用時のサブプリンタと
して使用，またFDへの出力に使用する。なお，本装置でリモーート側に直接出
力可能な媒体は，FD及びプリンタである。レ320付属ディスプレイへの出力
は全てFDを介して間接的に行われる。
5．　おわりに
　本稿では，新規に導入されるHITAC－M150について，憲に現行のコンピ
ュータの持つ問題点と業務の特性から，必要機能を検討してきた。
　導入決定までは，種々の議論がなされ，またリモート方式以外に例えばTS
S（Time　Sharing　System）の導入の可否についても検討された。
　しかし，一般定型業務への移行問題と予算レベルの制約により，将来の問題
として残された。我々の要求する必要機能としては，TSSでのプログラム開
発とロ・一一カル処理によるデータ作成またpa・一丁ル・ファイル形式などインテリ
ジェント機能と手足を持ったTSSターミナルがメーカーによってサrk？　・一トさ
れることを望むが，現行の中型以下では，TSS機能の拡張など，ハード，ソ
フト上の問題など無視できない問題も少なくない。しかし，オフコンのインテ
リジェント機能を積極的に利用することによって，会話型データ修正処理をロ
ーカルで実行でき，一部であるがシステムにTSSエディタ能力を持たせるこ
とができるようになる。
　本稿で提案したオフコンによるシステムは，従来の集中処理方式から分散処
理方式への移行への足がかりとなるものであり，本システムの導入によって，
従来の利用形態と業務組織についてもゆるやかな変革が必要となると思われ
る（逆にシステムを研究所組織にあわせたと繕うこともできるが）。
　分散処理の利点とてしは，各部門単位での独立業務と運用，オペレート，教
育などについても使用環境に順応したシステムの構成が可能である。また，デ
ータ管理面のソフトウェア上の問題を人問側での作業に置き換えることによっ
て逆に各担当者の責儀を明確にし，これらの形態は，これによってはじめて各
自の自由裁量と自主的運用が許されることになる。しかし，オペレート及び運
用上で非専門員に対するガイダンスやコンピュータによる会話型処理方法など
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従来のバッチ処理と異なった面も少なくなく，実際面でさらに細部にわたって
検討が必要となろう。
　H本語の書語情報処理について，ほぼ14～15年が経過している。当初5～6
の機蘭で開始されていたシステムも，現在では汎用機器装置上で臼本語処理パ
ッケージが利用できるところまで一般化している。また，入出力装置について
も，ほぼ実樹レベルに適しており今後これらの手足を効果的に利用していく上
で，データ蓄積の方法が重要になると思われる。また，データ入力後の修正方
法と校正効率の改善なども同様に重要な課題の一つとなろう。本稿で述べてき
た分散処理的システム導入のきっかけとなったのも，デーータ修訂熱処理の効率
化と，よリクリーンなデータ作成に重点をおいた，システム構成を必要とした
からにほかならない。
　なお本稿のデータ修訂正処理に関するハードウェア構成上の基本的な考え方
は，文部省科学硫究費「書語解析を応期した日本語文修正の効率化に関する研
究」　（一般研究C研究代表者斎藤秀紀）を受けて行ったものの一部である。
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